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 本研究は，視距離の変化に伴う野外の物体の見かけの色を推定し，色彩調和を含む景観計画策定に寄与

する知見を得ることを目的とする．体系的に選定された17色のカラーカードの測色により，500mまでの

視距離では見かけの色は距離変化に伴い明度が中明度に変化し，彩度が低下することが明らかになった．

また，Koschmiederによる理論式をもとに視距離の変化に伴う物体の見かけの色を推定し，見かけの色の

変化パターンを把握した．その上で，自然景観における建築物等の色彩の目立ち度を，視距離の変化を考

慮した主対象と対象場との色差を算出して定量的に考察した． 
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1．はじめに 
 
(1)研究の背景 
景観法の施行により，近年，わが国では良好な都市景

観を形成するための仕組みが急速に整備されつつある．

景観法に基づく景観計画を策定可能な景観行政団体には，

2008年8月1日現在，国土交通省景観・歴史文化環境整備

室（http://www.mlit.go.jp/crd/city/plan/townscape）において把

握済みのもので356（都道府県:47，政令指定都市:17，中

核市:39，その他の市町村:253）の地方公共団体が登録さ

れており，そのうちの34.8％（124団体）で景観計画が策

定されている．景観行政に取り組む地方公共団体では，

これまでに形成された都市景観を省みて，良好な景観形

成のための一手段として建築物等の色彩に注目し，その

改善効果に期待するものが少なくない．このような地方

公共団体には，自主条例やガイドラインよりも強制力を

もつ景観計画において，建築物等の色彩に関する制限事

項を設定するものもみられる1)． 
ところで，古来，絵画表現においては，遠くにある物

は形態も色彩も不明瞭となり，背景に溶け込んで見える

という「色彩（空気）遠近法」が確立されている2)．近

景域から遠景域を対象（場）として含む景観の評価にお

いては，このような色彩の見えの変化を考慮することが

重要であると思われる．そこで，本研究では，視距離や

光環境の影響を伴う野外における物体の色彩の見え方を

「見かけの色」と定義し，これを扱う． 
景観色彩の調和に関しては，色彩学分野で研究された

色彩調和理論3)や，カラーシミュレーション等を用いた

景観評価研究4)が報告され成果を上げている．しかし，

これらの研究で対象とする色彩は建築物外壁面の色彩値

や，これに近接した条件下での分析や評価が主であり，

対象との視距離を考慮した理論はまだ確立するに至って

いない．広域を対象とする景観計画では，建築物等の色

彩に関する制限事項においても，視距離と色彩変化の関

係を考慮することが望ましいと思われる．また，周辺と

の関係性を無視し，目立つことのみを強調した建築物は，

「騒色」として地域の問題として扱われる事例もある2)．

そこで，本研究では，視距離の変化を考慮した主対象と

対象場との色差に着目する．これにより主対象を建築物

等にした際に，対象場に対する目立ちやすさ（＝目立ち

度）が定量的に判断でき，調和・不調和の客観的な指標

になり得ると考えられる． 
 
(2)研究の目的 
本研究では，視距離の変化に伴う野外の物体の見かけ

の色を推定し，景観の色彩調和を目指す景観計画策定に

寄与する知見を得ることを目的とする．著者らは，これ

までに野外において，様々な条件を変化させた測色を行



 

 

い，測色距離や太陽光（照度）が景観色彩に及ぼす影響

を明らかにしている5)．そこで，本研究ではその成果を

踏まえ，以下の手順で検討を行う． 
①種々の色彩の変化パターンを探るため，体系的に選定

された17色のカラーカードを対象とした野外における

測色を行う．0～500ｍで視距離を変化させた測色を行

い，視距離の変化に伴うカラーカードの見かけの色に

関する分析を行う． 
②Koschmiederによる理論式に基づいて，①で得られたデ

ータをもとに色彩の視距離による変化を推定する． 
③景観の色彩調和を検討するため，主対象と対象場との

色差に着目し，視距離を考慮した目立ち度を判定する． 
 
 
2．カラーカードの見かけの色に関する測色 

 

視距離の変化に伴う物体の見かけの色に関して，様々

な色彩における変化を定量的に把握するために，17色の

カラーカードを用いて野外における測色を行った．測色

距離は視対象の意匠や素材，表面の仕上や樹木の特徴な

どを理解することができる程度として考えられる近景域

（340mまたは460mまで）6)を参考に500mまでとした．な

お，本章で行った測色方法は既往研究5)と同様である． 
 

(1)測色方法 

a)カラーカードの概要 

測色に用いるカラーカードは，ラッカー系塗料を紙に

着色した色票である．心理四原色7)である4色相（赤・

緑・黄・青）の有彩色を選定し，その明度および彩度を

4段階に変化させた16色と白色を含む計17色とした．色

彩値を表-1に示す．また，色彩輝度計の視野角（0.1
度）を考慮し，500m離れた地点から測色可能な大きさ

（110×90cm）とした． 
b)測色条件 

測色地として，周囲の樹木や建物等により影の影響を

受けず，平坦で500m程度の直線が確保可能な福岡県福

岡市東区雁ノ巣の歩道を選定した（図-1）．2005年11月
1・2・8・9日の4日間を測色日とした．天候は，晴れも

しくは曇りであった（表-2）．1回の測色にかかる時間

は１時間程度であり，測色時刻は常にカラーカードの測

色面に太陽光が当たり，光色の安定している10：00，
11：30，14：00とした．全測色回数は10回であった（9
日は天候の影響により１回のみの計測）．測色基準点に

カラーカードを地面と垂直に設置し，南西方向に直線で

500m離れた地点まで50mごとに17色単位で測色を行った．

測色には2台の色彩輝度計（MINOLTA製 CS-200，CS-
100）を用いた． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-1 測色地，測色方法の概要 

表-1 カラーカードの概要（D65光源下での測色） 
 無彩色 白 

記号（ﾏﾝｾﾙ値） W（N9.5） 
L*a*b*値／Yxy値 95.92，-0.41，0.64 ／89.9，0.31，0.32  

 

有彩色 色相 記号(ﾏﾝｾﾙ値) 
L*a*b*値 
Yxy値 

赤R 黄Y 緑G 青B 

Rv (4.1R 4.5/14.0) Yv (5.0Y 8.0/13.5) Gv (4.0G 5.5/10.1) Bv (3.1PB 3.5/11.8) 
46.59, 59.22, 25.77 81.40, -3.55, 96.49 56.87, -52.83, 19.20 36.11, 1.88, -49.20 ﾋ゙ ﾋ゙ ｯﾄv 
15.71, 0.54, 0.30 59.21, 0.47, 0.49 24.79, 0.25, 0.44 9.07, 0.16,.0.16 

Rl (4.0R 7.0/8.0) Yl (5.0Y 9.0/7.0) Gl (4.0G 8.0/5.5) Bl (3.0PB 6.5/7.5) 
71.79, 32.47, 9.78 91.30, -5.53, 52.11 81.43, -30.82, 13.73 66.82, -3.34, -28.86 ﾗｲﾄ l 
43.35, 0.39, 0.31 79.16, 0.40, 0.42 59.26, 0.29,.0.37 36.40, 0.24, 0.25 

Rg (4.0R 3.5/3.0) Yg (4.9Y 7.0/3.0) Gg (3.9G 3.5/2.5) Bg (3.0PB 3.0/3.0) 
36.06, 14.82, 5.82 71.75, -2.45, 22.54 36.25, -12.23, 4.86 30.92, -0.53, -14.14 ｸ゙ ﾚｲｯｼｭg 
9.04, 0.38, 0.32 43.29, 0.36, 0.37 9.14, 0.29, 0.35 6.62, 0.25, 0.26 

Rd (4.0R 2.5/6.0) Yd (5.0Y 6.5/6.5) Gd (4.0G 3.0/4.5) Bd (3.0PB 2.0/6.0) 
25.62, 28.10, 7.95 66.58, -2.49, 46.88 31.18, -22.40, 8.05 20.31, -0.61, -26.30 ﾀ゙ ｸーd 
4.62, 0.45, 0.30 36.08, 0.41, 0.43 6.73, 0.27, 0.39 3.07, 0.16, 0.20 

表-2 測色条件 
 2005/11/1 

晴れ時々曇り 
2005/11/2 

晴れ時々曇り 
2005/11/8 
晴れ 

2005/11/9 
曇り一時晴れ

開始時間 10:00 11:30 14:00 10:00 11:30 14:00 10:00 11:30 14:00 11:30 
平均気温(℃) 18.3 20.7 21.5 24.0 27.3 29.3 21.8 25.6 27.6 18.1 
平均湿度(%) 54.3 55.5 51.5 41.7 29.5 31.5 52.3 37.2 33.3 40.7 
視程(km) 20 20 20 20 20 20 12 12 12 30 

平均照度(lx)
(変化量) 

9289.3
(4806)

19399.4
(25429)

19346.0
(1010)

29773.8
(19971)

63476.5 
(21476) 

70941.7 
(37100) 

26894.1 
(13824) 

57446.5 
(17065) 

79770.6
(14200)

13657.1 
(4059) 

＊天候，視程は福岡管区気象台地上気象観測原簿データを使用 

c)照度変化を考慮した測色方法 

既往研究 5)より，野外における測色では照度変化の影

響が大きいことが明らかになっている．そのため，本研

究でも既往研究 5)と同様に，照度の影響を極力抑えるた

めに妥当であると考えられる 2台の色彩輝度計による測

色方法を用いた． 
測色箇所はカラーカードの中央点とし，色彩輝度計の

最小測定距離である1.0m地点に2台の色彩輝度計を設置

し，白色校正（MINOLTA製 CALIBRATION PLATE，D65

光源色彩値を使用）を行った．その後，1台（CS-100）
は1.0m地点に固定し，もう1台（CS-200）を50mずつ移動

させ，2台同時に測色を行った（図-1）．太陽直射光に

よる影響は，2台の測色値に同様に反映される．固定し

た色彩輝度計（CS-100）は太陽直射光による照度変化を

伴う測色であり，移動させた色彩輝度計（CS-200）は照

度変化と測色距離間における散乱昼光の変化を伴う測色

となる．一般に，物体は固有の分光反射率を有しており， 

m 博多湾 

0m 
500m 

CS-100

CS-200CS-200

50mごとに移動

固定

太陽光 17色
ｶﾗｰｶｰﾄﾞ

タイミングを合わせて
2台同時に測色

500m～0

CS-100

CS-200CS-200

50mごとに移動

固定

太陽光 17色
ｶﾗｰｶｰﾄﾞ

CS-100

CS-200CS-200

50mごとに移動

固定

太陽光 17色
ｶﾗｰｶｰﾄﾞ

タイミングを合わせて
2台同時に測色

500m～0

丘陵地



 

 

野外においては物体色を表す波長の太陽光を反射するこ

とにより色味が表れる．物体より反射された光は観測者

が視認する過程において，大気中に存在する浮遊粒子に

よって減衰する．加えて，観察距離間に存在する大気中

の散乱昼光の影響を受けるといわれている8)．したがっ

て，移動させた色彩輝度計による測色値から固定した色

彩輝度計による測色値を減算することにより，照度変化

を取り除いた視距離の変化によってのみ生じる色彩変化

の測色値が得られることになる． 
なお，本研究においては2台の色彩輝度計が同性能で

はないため，その補正を行った．さらに，カラーカード

の面積に対する色彩輝度計の測定径の面積の割合が測定

距離によって変化するため，その影響も分析し補正した． 
 

(2)結果と考察 

17色のカラーカードを対象とした視距離の変化に伴う

見かけの色の測色値を，明度，彩度，および色度の変化

が比較的容易に識別できるL*a*b*表色系を用いて表した．

その結果を図-2に示す．L*a*b*表色系は1976年に国際照

明委員会（CIE）で規格化された均等色空間で，この座

標上で示される2色の色の一定距離がどの色領域におい

ても，ほぼ一定の知覚的な色差を与えるように開発され

た．日本でもJIS（JIS Z 8729）において採用されている．

L*a*b*表色系では，明度をL*，色相と彩度を示す色度をa*，

b*で表し，a*は赤－緑方向，b*は黄－青方向を示し互い

に直行配置する．なお，彩度は式(1)で算出する． 

 

      (1) 
 
明度を表すL*に関しては，視距離の変化に伴い高明度

（L*値：高）と低明度（L*値：低）の色彩が中明度に変

化する傾向がある．平均変化量はL*値：6.4であり，高明

度のWと低明度のBdの変化量（ともにL*値：10.7）が最

も大きい．高明度の色彩は，カラーカードの反射光の減

衰分が視距離の変化に伴いカラーカードとの間で増加さ

れた散乱昼光の明るさを上回るので，ある視距離までは

見かけの色が暗くなるものと考えられる（図-3上段A参
照）．中明度の色彩は，視距離の変化に伴うカラーカー

ドの反射光の減衰分と，カラーカードとの間の散乱昼光

の増加分が同程度と考えられるため，見かけの色の変化

が少ない（図-3中段B）．また，低明度の色彩は明度の

基準値が低く，視距離の変化に伴いカラーカードとの間

で増加された散乱昼光の明るさがそれに比較的大きく上

積みされるため，見かけの色が明るくなるものと考えら

れる（図-3下段C）． 
彩度を表すC*に関しては，彩度がほぼ0であるWを除

いて，視距離の変化に伴い低彩度（C*値：低）に変化す 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-2 カラーカードの見かけの色（平均値）の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-3 反射光と散乱昼光が及ぼす見かけの明度の概念図 
 
る傾向がある．平均変化量はC*値：7.1であり，高彩度

（C*値：高）のYvの変化量（C*値：23.8）が最も大きい．

本研究で測色した視距離では，反射光の減衰による影響

が大きくみられる結果となった． 
色度を表すa*およびb*に関しては，視距離の変化に伴

いa*値，b*値とも0方向に変化する傾向がみられる．平均

変化量はa*値が3.7，b*値が5.1であり，b*の黄－青の変化

量が大きい．基準値がa*値，b*値とも0に近い色彩は，見

かけの色の変化が小さい． 
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3．色彩変化の推定式 
 
色彩変化の理論式であるKoschmiederの式に基づき，17

色のカラーカードに関する2章の測色データを用いて，

視距離の変化に伴う色彩変化を表現する推定式を求める． 
 

(1)推定式の概要 

気象学では，大気の影響を加味した景観の諸現象を理

論的に把握する研究がなされており，大気中の微粒子に

よる光の散乱によって，物体からの反射光は視距離に応

じて指数関数的に失われるといわれている．この理論は

Koschmiederによる式(2)が基本となっており，黒体と観

測点との間に存在する塵や雲粒からの散乱光によって，

観測点からの距離と見かけの明るさの関係を数式化して

いる9)．式(2)は大気の濁り度を示す消散係数aと視距離X
の関数であり，視距離が長いほど背景（空）の輝度に近

づくことを意味する． 
 
 

L = - (Lb - L0) exp ( - aX) + Lb          (2) 
L：見かけの輝度 
L0：対象本来の輝度 
Lb：背景（空）の輝度 
a：大気中における光の消散係数 
X：視距離 

 
本研究ではKoschmiederによる式(2)を参考に，多色彩

が全体として最終的には一定の色彩に収束するように推

定する．推定に使用する実測値のデータは，可能な限り

遠距離の状態までを網羅していることが望ましいが，測

定距離の増加に伴い測色対象の測色面積を大きくする必

要が生じる．このため，多くの研究で主対象とされてい

るような自然景物ではなく，本研究のように基準化され

た色票を測色対象とするには，有効データを得るための

測色可能な距離の範囲が近景域に限られる．このような

制約のもとで，遠距離に至る色彩変化を適確に推定する

ためには，本研究で実施したように，できるだけ多様で，

かつ体系的に選定された色票の測色を行い，近景域内の

それぞれの傾向をすべて反映させることで，総合的にア

プローチすることが必要と考えられる． 
Koschmiederによる式(2)は輝度変化の推定式であるが，

色彩変化に関しては輝度を単色光の分光分布に適用し，

XYZ表色系における三刺激値への変換を行うことによっ

て説明することが可能であるとされている8)．XYZ表色

系は，1931年に国際照明委員会（CIE）で規格化された

原刺激とCIE等色関数を用いて任意の分光分布の三刺激

値を決定する表色の体系であり，日本でもJIS（JIS Z 

8701）において採用されている．三刺激値Yの値は，輝

度に比例する． 
消散係数の算出方法に関しては，理論式から求める方

法と実測に基づいた経験式から求める方法がある10) 11)．

理論式の計算には，大気中に含まれる浮遊粒子の平均粒

子径や浮遊粒子密度等の特殊データが必要となる．一方，

経験式の計算には川崎ら5)によって視程より求める方法

が提案されている．本研究では観測する物体を肉眼で識

別できるコントラスト感度を，気象学を参考に設定され

た色彩遠近効果に関する既往研究9) 11)を参考に2％（C＝
0.02）とし，視程距離X’により以下の式で求める． 
 

a = - Ln 0.02 / X’          (3) 
X’：視程距離 

 
式(3)は消散係数を簡易的に求める方法であるが，大

気の濁り度は視距離の変化と関係なく一定であるという

前提条件がある．視程距離については，本研究では福岡

管区気象台の観測データを用いる． 
 

(2)推定式の導出方法 

推定式に必要となるLb（背景（空）の輝度），すな

わち中空なる輝度を色彩輝度計で測色することは実際の

こととして困難である．そこで，川崎ら9)の係数算定方

法を参考に，全実測値を利用して最小二乗法により係数

値を直接推定する．また，消散係数の設定方法を以下の

方法により現実を反映すると考えられるものにする．す

なわち，大気中の光の消散係数を，1)カラーカードの反

射光によるものと，2)視距離の変化に伴いカラーカード

との間で増加された散乱昼光によるものの2種類に分け，

推定することにする（式(4)，図-3参照）．反射光の波

長により，その消散の程度が異なると考えられるためで

ある8) 12)． 
 

L = L0 exp ( - αX) - Lb exp ( - βX) + Lb       (4) 
α：カラーカードの反射光の消散係数 
β：散乱昼光の係数 

 
ここで，輝度値が最も0値に近い，つまり黒色に近い

Bd（Y値：3.07）は視距離の変化に伴うカラーカードの

反射光の影響が最も少なく，散乱昼光による影響を顕著

に表していると考えられる．そのため，視距離の変化に

伴い増加される散乱昼光の推移，すなわち最終的に収束

する背景（空）の色をBdをもとに推定することにする．

最小二乗法による推定に際し，その精度の向上を図るた

めには，不確定な要素であるパラメータ数は可能な限り

抑えることが望ましい．そこで，散乱昼光による影響を 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 実測値と推定値の関係 

 

顕著に表す Bdに関しては，α＝βとして，式(3)による

視程から算出した係数（α＝β＝0.196）を用いる．実

測値より Lb 項を求めると（LbX, LbY, LbZ）＝（23.29, 
24.79, 60.35）となる．これは，マンセル値（2.5PB 5.5/ 
9.5）で｢つよい青色｣（JIS Z 8102 物体色の色名より）を

表し，本研究で推定する最終色の背景（空）の色として

適当であると思われる．また，散乱昼光の係数を既往研

究に従い，視程より算出された値を用いることは適当で

あると思われる．以上までで既知となった変数を式(4)
に挿入すると，式(5)が得られる． 
 

LX = L0X exp ( - αXX) - 23.29 exp ( - 0.196X) + 23.29 
LY = L0Y exp ( - αYX) - 24.79 exp ( - 0.196X) + 24.79            (5) 
LZ = L0Z exp ( -αZX) - 60.35 exp ( - 0.196X) + 60.35 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図-5 三刺激値の推定曲線 

 
上述の通り，消散係数は反射光の波長に依存する 8) 12)．

そこで，式(5)をもとにα項をパラーメータとし，各色

の推定値を算出する．実測値と推定値の関係を図-4 に

示す．各刺激値における相関係数の平均は 0.7 程度，標

準偏差は 2.3 程度であり，ばらつきは少ない．また，反

射光の消散係数αは，散乱昼光の消散係数βより大きい

ものが多く，その平均値はαX，αY 値が 0.4，αZ 値が

0.9となる． 
 
(3)推定曲線の算出 
推定式(5)をもとに算出した各刺激値の推定曲線を，

図-5に示す．各色（基準値）ともに視程距離 20km程度

でほぼ収束することが推定され，総合的な色彩変化の過

程が把握される． 
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4．視距離を考慮した景観の色彩調和に関する考察 
 

近景域から遠景域をひろく対象（場）として含むこと

を想定した景観計画では，建築物等の色彩に関する制限

事項を設定する場合，視距離の変化が見かけの色に及ぼ

す影響について考慮することが望ましいと思われる．主

対象を建築物や，さらには屋外広告物等とした際の景観

色彩の見え方は，対象場となる背景色との相対的な関係

によって評価される．このため，色彩調和を重点課題の

ひとつとする景観計画においては，主対象と対象場の両

方の色彩を考慮する必要がある． 

そこで，本研究では視距離の変化を考慮した主対象と

対象場との色差に着目する．これにより主対象の対象場

に対する目立ちやすさ（＝目立ち度）が定量的に判断で

き，調和・不調和の客観的な指標になり得ると考えられ

る．色差は，L*a*b*表色系を用いて式(6)で求める．L*a*b*

表色系は均等色空間で表されるため，座標 L*，a*，b*の

差より二つの色刺激間の色差を定量的に表すことができ

るからである． 

 

2*2*2** )()()( baLabE ⊿⊿⊿⊿ ++=   (6) 

 

自然域における対象場の色，すなわち背景色としては，

山や海の自然景物の色彩が主であり，都市景観における

背景色としては，他の建築物や構造物の色彩が主と考え

られる．主対象を建築物等の人工物とする場合，対象場

が自然域であれば，特にその目立ちやすさが問題となろ

う．そこで，本論文では試みに自然域を対象場とし，自

然色として 2 章で行った測色地の約 2km 北東に位置す

る丘陵地（図-1）と，既往研究 13)で明らかとなっている

福岡市で多く存在する樹木の葉を色彩輝度計

（MINOLTA 製 CS－100）によって測色した色彩値を使

用する（表-3）．測色地から約 2km 離れた丘陵地を測

色した色彩値を背景色として用いることにより，自然景

物から中距離（約 2km）の地点にある主対象の色彩調和

を検討できる（図-6 上段 A 参照）．同様に，樹木の葉

の色彩値を背景色として用いることにより，自然景物に

近接する主対象の色彩調和に関する考察が可能である

（図-6 下段 B 参照）．本研究では，主対象の色彩値と

して 17色のカラーカードを用いる． 

まず，推定式(5)で求めた三刺激値の視距離の変化に

おける推定曲線（図-4）をもとに，背景色である丘陵地

と葉，および 17色のカラーカードの色彩変化値を L*a*b*

値でそれぞれに算出した．その後，式(6)により各視距

離における背景色と 17 色との色差を求めた．その結果

を図-7と図-8に示す．推定式(5)より算出された色彩変 

表-3 自然色の色彩値（いずれも夏季における測色） 
 丘陵地 樹木 
マンセル値 4.6G 7.1／0.9 7.5GY 3.1／3.5 
L*a*b*値 72.43，-4.36，2.00 31.38，-13.34，17.48 
Yxy値 44.30，0.31，0.34 6.82，0.34，0.43 

表-4 色差と感覚的表現の関係
14) 15) 

色差（NBS単位） 色差の感覚的表現 
0～0.5 trace（きわめてわずかに異なる） 

0.5～1.5 slight（わずかに異なる） 
1.5～3.0 noticable（相当に異なる） 
3.0～6.0 appreciable（著しく異なる） 
6.0～12.0 much（きわめて著しく異なる） 
12.0以上 very  much（別の色系統になる） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 条件設定の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 自然景物から中距離の地点にある主対象の場合 （丘陵

地の自然色と 17色のカラーカードとの色差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 自然景物に近接する主対象の場合（樹木の葉の自然色と

17色のカラーカードとの色差） 

 

化値であるため，背景色と 17 色の最終色は同一となり，

色差も 0値となる． 

A:主対象が自然景物から中距離の地点にある場合 

自然景物には測色地から約2km離れた丘陵地を測色した色彩値を使用

視距離（0～20km） 中距離（2km） 

B:主対象が自然景物に近接する場合 

自然景物には樹木の葉を測色した色彩値を使用

視距離（0～20km）

近接 
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色差の値の視覚的な評価基準として，NBS（National 
Bureau of Standards）単位 14)がある．これは人間の感覚的

な差とよく対応するといわれている（表-4）．色差が大

きいほど，2色間の色彩の差が目立つことを表す． 

各色とも主対象からの視距離が離れるほど，背景色と

の色差が減少する．NBS 単位で非常に大きな色差（very 
much）とされる⊿E：12.0 を下回る視距離となるのは，

背景色が近距離にある場合と中距離にある場合とで，主

対象の色彩によって異なる．自然景物から中距離の地点

にある主対象の場合（図-7），Yg は視距離 3km 程度，

Yvは視距離 11km程度となるまで，背景色との色差が非

常に大きく（⊿E＞12.0），目立って見える．自然景物

に近接する主対象の場合（図-8），Gg，Gd は背景色と

の色差が小さいため，近い視距離においても目立たない．

背景色である丘陵地や葉の色彩値との色差が大きいのは

Yvと Rvであり，自然景観において黄色や赤色の原色の

建築物や屋外広告物等は主対象から 11km 程度離れるま

で目立ち度が非常に大きい． 

対象の物理的な大きさも考慮することが望ましいが，

このように自然域における建築物や，さらには屋外広告

物等の色彩の目立ち度を視距離と背景色との色差で定量

的に示すことが可能である．近景域から遠景域を対象

（場）として含む景観の色彩調和を目指す景観計画の策

定においては，その地域の景観資源として重要とされる

自然景物等と，それを眺望する視点場からの視距離を考

慮し，建築物や屋外広告物等の色彩値を設定することが

望ましい． 

 

 

5．おわりに 

 

景観計画策定に寄与する知見を得ることを目的として，

野外における視距離の変化に伴う物体の見かけの色の推

定と，視距離を考慮した景観の色彩調和を検討した．そ

の結果をまとめると以下の通りである． 

1)野外における物体の見かけの色は，距離変化に伴う反

射光の減衰と散乱昼光の増加の関係により変化する． 

2)Koschmiederに基づいた式により，視距離の変化に伴う

物体の見かけの色の変化パターンを把握することが可

能である． 

3)物体の見かけの色の推定式を導出した結果，視距離

20km程度で各色がほぼ収束し，｢つよい青色｣になる． 

4)景観色彩の調和を目立ち度によって，主対象と対象場

との色差で定量的に示すことが可能である． 

5)自然景観においては，黄色や赤色の原色をもつ建築物

や屋外広告物等の目立ち度が非常に高い． 

野外における測色においては，対象物の大きさや測色

地等の実験条件を整えることが難しいため，本研究では

近景域を対象とし，カラーカードによる測色を行いその

推定式の導出を試みた．大気の状態は四季によって異な

ると考えられるため，今後は観測時期・時間や中・遠景

域の事例分析を重ねれば，推定式の精度の向上につなが

るものと思われる． 
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